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図 　 面 　 内 　 容図 　 面 　 内 　 容

公共下水道一般図

図面番号

１

図面の表記記号

竣工図例

リブ付硬質塩化ビニル管布設基礎詳細図

硬質塩化ビニル管布設基礎詳細図

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図（9 0°，1 2 0°砂基礎）

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図（90°固定基礎）

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図（120°固定基礎）

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図（180°固定基礎）

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図（360°固定基礎）

本管土工断面図（市道）

取付管土工断面図

軽量鋼矢板土留設置標準図

建込み簡易土留設置標準図

０号（組立式）マンホール構造図

１号（組立式）マンホール構造図

２号（組立式）マンホール構造図

３号（組立式）マンホール構造図

楕円（組立式）マンホール構造図

鉄蓋施工断面図

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２３

図面番号

下水道用設計標準歩掛表

国土交通省制定　土木構造物標準設計　第１巻

下水道施設計画・設計指針と解説

下水道用設計積算要領－管路施設編－

下水道管路施設設計の手引き

日本下水道協会規格（ J S W A S ）

道路土工カルバート工指針

道路掘削および路面復旧共通仕様書A

B

C

D

E

F

G

H

福井市道路掘削及び路面復旧工事要綱

下水道用セラミックパイプ（陶管）道路埋設指針

たて込み簡易土留工－積算マニュアル－

製品メーカーカタログ等

その他

J

K

L

M

N

I 福井市土木構造物標準設計図

２４

２５

２６

２８

２９

３０

３１

３３

３５

３６

汚水桝標準布設断面図（参考図）ーＡ型汚水桝、Ｂ型汚水桝ー

本管標準配管図（リブ付硬質塩化ビニル管）変換継手なし

外副管取付詳細図（本管リブ付塩ビ管）変換継手なし

外副管取付詳細図（本管塩ビ管）

内副管取付詳細図（本管リブ付塩ビ管）

内副管取付詳細図（本管塩ビ管）

インバートの形状

インバート標準平面図・足掛金物設置位置図

塩ビ製マンホール構造図

レジンコンクリート製小型マンホール設置標準図

計画外副管取付詳細図（本管リブ付塩ビ管、本管塩ビ管）

取付管布設詳細図（参考図）ーA型汚水桝、B型汚水桝本管リブ管ー

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

取付管布設詳細図（参考図）

取付管布設詳細図（参考図）

取付管布設詳細図　塩ビ桝（横抜き、底抜きタイプ）

汚水桝ブロック（内径40ｃｍ）詳細図（参考図）

汚水桝ブロック（内径40ｃｍ）詳細図（参考図）

汚水桝ブロックＡ型（内径40ｃｍ）詳細図（参考図）

４５

４６

汚水桝ブロックＢ型（内径40ｃｍ）詳細図（参考図）

汚水桝ブロック総体図（参考図）

図 　 面 　 内 　 容図面番号

４７ 塩ビ桝インバート詳細図

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

雨水桝ブロック（内径45ｃｍ）構造図

雨水桝ブロック（内径45ｃｍ）配筋図

雨水桝（汚水桝）上部ブロック詳細図

舗装復旧断面図（県道）

舗装復旧断面図（県道）

舗装復旧断面図（市道）

舗装復旧断面図（市道）

文献分類文献分類

国土交通省都市・地域整備局下水道部

参　考　文　献　名 参　考　文　献　名摘　　要 摘　　要

日本下水道協会

全日本建設技術協会

日本道路協会

福井県土木部

福井市工事・会計管理部技術管理課

福井市建設部監理課

国土開発技術研究センター

たて込み簡易土留協会

〃

〃

〃

２２

コンクリート製小型マンホール構造図（参考図）

２７

本管標準配管図（リブ付硬質塩化ビニル管）変換継手あり

外副管取付詳細図（本管リブ付塩ビ管）変換継手あり

３２ 内副管取付詳細図（省スペースタイプ　本管リブ付塩ビ管）

３４ 内副管取付詳細図（省スペースタイプ　本管塩ビ管）

リブ付塩ビ製マンホール構造図

ーＡ型汚水桝（本管塩ビ管、ヒューム管、陶管）ー

ーＢ型汚水桝（本管塩ビ管、ヒューム管、陶管）ー



－

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 N１

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

公共下水道一般図

＜合流式＞
道　路

＜分流式＞

＜分流式＞

私設汚水ます

浴室流し

汚水管

私設
雨水ます

汚水ます
管渠

マンホール・・・下水管渠と地上を結ぶ設備で、管渠の検査や修理、掃除のために、

　　　　　　　　道路上等から人の出入りができるように設けられた施設。

公共下水道一般図

雨水渠

道　路

マ
ン
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－
ル
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し
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面
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－



－

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 N２

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

図面の表記記号

図面の記号凡例
記　　号 名　　称 形状寸法

レ

実施路線

既設路線

計画路線

幹線管渠

枝線管渠

ガス管

水道管

電力地中管

N T T 管

０号マンホール

１号マンホール

２号マンホール

３号マンホール

４号マンホール

５号マンホール

特１号マンホール

特２号マンホール

特３号マンホール

特４号マンホール

特５号マンホール

特殊マンホール

楕円マンホール

塩ビマンホール

レジンマンホール

副管

幹線管渠　伏せ越し

枝線管渠　伏せ越し

φ 2 0 0 m m 塩 ビ 汚 水 桝

φ 2 0 0 m m 塩 ビ 汚 水 桝

φ 4 0 0 m m 汚 水 桝

φ 4 0 0 m m 汚 水 桝

φ 6 0 0 m m 汚 水 桝

φ 9 0 0 m m 汚 水 桝

キャップ止

雨水桝

円形管

馬蹄管

矩形管

開渠

内 径 　 　 7 5 c m 　 円 形

内 径 　 　 9 0 c m 　 円 形

内 径 　 1 2 0 c m 　 円 形

内 径 　 1 5 0 c m 　 円 形

内 径 　 1 8 0 c m 　 円 形

内 の り 　 2 1 0 × 1 2 0 c m 　 角 形

内 の り 　 　 6 0 × 　 9 0 c m 　 角 形

内 の り 　 1 2 0 × 1 2 0 c m 　 角 形

内 の り 　 1 4 0 × 1 2 0 c m 　 角 形

内 の り 　 1 8 0 × 1 2 0 c m 　 角 形

内 の り 　 2 1 0 × 2 1 0 c m 　 角 形

実寸を記入

内の り 　　 6 0 × 　 9 0 c m 　 楕円 形

内 径 　 　 3 0 c m 　 円 形

内 径 　 　 3 0 c m 　 円 形

A 型 　 内 径 2 0 c m 　 円 形 横 抜 き

B 型 　 内 径 2 0 c m 　 円 形 底 抜 き

A 型 　 内 径 4 0 c m 　 円 形 横 抜 き

B 型 　 内 径 4 0 c m 　 円 形 底 抜 き

　 　 　 内 径 6 0 c m 　 円形

　 　 　 内 径 9 0 c m 　 円形

H P ヒューム管

硬質塩化ビニル管（薄肉）V U

硬質塩化ビニル管（厚肉）V P

陶管C P

P R P リブ付硬質塩化ビニル管

F R P M 強化プラスチック複合管

圧送管

Ｐ マンホールポンプ

Ｃ ｺﾝｸﾘｰﾄ製小型マンホール 内 径 　 　 3 0 c m 　 円 形

起点

記　　号 名　　称 形状寸法

φ 3 0 0 m m 塩 ビ 汚 水 桝

φ 3 0 0 m m 塩 ビ 汚 水 桝

A 型 　 内 径 3 0 c m 　 円 形 横 抜 き

B 型 　 内 径 3 0 c m 　 円 形 底 抜 き



－

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 C３

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

竣 工 図 例

平 面 図 　 S = 1 / 5 0 0 Ｎ

竣　工　図　例

受益者名

（地権者名）

受益者名

受益者名

未調査

（水田）

受益者名

今回不要

受益者名

受益者名

2
.
4
0

6.
50

6.85

3.20 2.80

6.
45

3.23

5.45

No.2

No.1

既 設 N o . 1

0.9A
φ 1 5 0
2.72
18.70

1.0A
φ 1 5 0
4.63
20.10

1.0B
φ 1 5 0
4.62
32.50

キャップ止
φ 1 5 0
2.73
6.97

1
7
9
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1 7 5  φ 2 0 0 　

1 80  φ2 00　2. 0 2‰　L= 54 . 0 6ｍ18 1  φ2 00　1. 93‰　L= 52 . 0 4ｍ

< 水道 φ1 0 0  D . P . 1 . 0 ｍ >

<
水

道
 
φ

1
5
0
 
D
.
P
.
0
.
9
ｍ

>

< 水道  φ 5 0  D . P . 0 . 7 ｍ >

５．００

１０．００

追 加 距 離　ｍ

単　距　離 　ｍ

管　底　深 　ｍ

管　底　高 　ｍ

土　　　被 　ｍ

地　盤　高 　ｍ

管 延 長     ｍ

勾    配     ‰

管    径     mm

  管 番 号     No．

５
４

．
９
７

１
．

５
７

６
．
５
３

３
１

．
３

６
８

．
１

０

０
．

０
０

２
３

．
８
０

０
．

０
０

１
．

６
０

６
．
４
１

７
１

．
４

０
８

．
０

２

３
１

．
１
７

３
１

．
１
７

１
．

５
７

６
．
４
８

４
１

．
３

６
８

．
０

５

３０．１２ ２２．９０

２．１６ ２．０６

φ２００ｍｍリブ付塩ビ管

既設ＮＯ．１　２号マンホール　Ｈ＝２．８０ｍ　600
（T-2

5）

　水道　φ100
　D.P

.1.
0ｍ

　内副管 No
.１

７９ φ
１５０ Ｈ

＝1.2
0ｍ

６．５６３
　２００

Ｎｏ．１　１号マンホール　Ｈ＝１．５７ｍ　600
（Ｔ-14

）

Ｎｏ．２　１号マンホール　Ｈ＝１．５７ｍ　600
（Ｔ-14

）

Ｓ
＝
1：

10
0

Ｓ＝1：1000

１７５１８０

１８１

　２００
５．２４８

　２００
５．２１７

１７９

縦 断 面 図

注1：仮設物等の埋殺を表示
注2：汚水桝は不要
　　　　　今回不要、未調査を表示
注3：受益者と地権者が異なる場合は、
　　　地権者名をカッコ書きする。

受益者名

不要

６．５３３
　２００１７８

工事概要
工事施工延長　L=〇〇.〇〇m

管径200㎜リブ付硬質塩化ビニル管布設工

芯延長 L=〇〇.〇〇m　管延長 L=〇〇.〇〇m

汚水桝取付管工　　N=〇箇所　L=〇〇.〇m

組立マンホール工　N=〇箇所

付帯工　　　1式

位 置 図

S=1/2500～1/5000

工事施工箇所

市道As

管径200㎜リブ付硬質塩化ビニル管布設工

芯延長 L=〇〇.〇〇m　管延長 L=〇〇.〇〇m

汚水桝取付管工　　N=〇箇所　L=〇〇.〇m

組立マンホール工　N=〇箇所

付帯工　　　1式

【補助】

【単独】

注4：KBM及びボーリング調査箇所が周辺に
あれば記載すること

Bor.3(R2委13号)

GL=12.46m

H=11.892m
KBM

※竣工図とりまとめの際、
　右上の一部はカットするため、
　25×15cm程度のスペースには

　極力記載しない。



1 : 2 0

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 C４

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

φ１５０ １５６

φ２００ ２０６

φ２５０ ２５６

φ３００ ３０７

φ３５０ ３５７

４０８φ４００

４５８φ４５０

砕石基礎

R C - ４ ０

リブ付硬質塩化ビニル管
布設基礎詳細図

リブ付硬質塩化ビニル管布設基礎詳細図
S=1 : 2 0

ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１３

摘　要
寸法表（単位ｍｍ）

外径（ D）呼び径

埋設表示テープ

D

1
0
0

掘削幅

1
0
0

D



1 : 2 0

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 C５

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

硬質塩化ビニル管布設基礎詳細図
S=1 : 2 0

硬質塩化ビニル管布設基礎詳細図

砂基礎

埋設表示テープ

D

φ１５０ １６５

φ２００ ２１６

φ２５０ ２６７

φ３００ ３１８

φ３５０ ３７０

４７０φ４５０

ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１

摘　要
寸法表（単位ｍｍ）

外径（ D）呼び径

φ６００

φ５００ ５２０

６３０

φ４００ ４２０

1
0
0

掘削幅

1
0
0

D



砂

砕石基礎　ＲＣ－４０

1 : 2 0

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｋ６

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図
（９０°，120°砂基礎）

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図（9 0°，1 2 0°砂基礎）
S=1 : 2 0

9 0 ° 砂 基 礎

砂

砕石基礎　ＲＣ－４０

9 0 ° 砂 基 礎

1 2 0 ° 砂 基 礎

埋設表示テープ

埋設表示テープ

Ｄ

φ３００ ３６０

φ３５０ ４１４

ＪＳＷＡＳ　Ａ-1

摘　要
外径（ D ）呼び径 Ｈ１

１８０

２０７

寸法表（単位ｍｍ）

φ４００ ４７０ ２３５

φ４５０ ５２６ ２６３

φ５００ ５８４ ２９２

φ６００ ７００ ３５０

φ７００ ８１６ ４０８

φ８００ ９３２ ４６６

φ９００ １０５０ ５２５

φ３００ ３６０

φ３５０ ４１４

ＪＳＷＡＳ　Ａ-1

摘　要
外径（ D ）呼び径 Ｈ２

３６０

４１２

寸法表（単位ｍｍ）

φ４００ ４７０ ４７０

φ４５０ ５２６ ５２６

φ５００ ５８４ ５８４

φ６００ ７００ ７００

φ７００ ８１６ ８１６

φ８００ ９３２ ９３２

φ９００ １０５０ １０５０

Ｄ

1
5
0

1
5
0

掘削幅

掘削幅

H
1

H
2



1 : 2 0

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｂ７

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図
（９０°固定基礎）

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図（90°固定基礎）
S=1 : 2 0

Ｐ１－ＲＣ－Ｄ４００

Ｐ１－ＲＣ－Ｄ４５０

Ｐ１－ＲＣ－Ｄ５００

Ｐ１－ＲＣ－Ｄ６００

Ｐ１－ＲＣ－Ｄ７００

Ｐ１－ＲＣ－Ｄ８００

Ｐ１－ＲＣ－Ｄ９００

管径
( Ｄ )

４５０

５００

６００

７００

８００

９００

管厚
( ｔ )

３５

３８

４２

５０

５８

６６

７５

ｂ１

５５０

６００

６５０

７５０

８５０

９５０

１０５０

４００

ｂ２

７５０

８００

８５０

９５０

１０５０

１１５０

１２５０

ｈ１

７７０

８２６

８８４

１０００

１１６６

１２８２

１４００

ｈ２

２２０

２３０

２４０

２６０

３２０

３４０

３６０

ｈ３

１５０

１５０

１５０

１５０

２００

２００

２００

ｈ４

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

Ｐ１－ＲＣ－Ｄ３５０ ３２ ５５０３５０ ７５０ ６６４ １７０ １００ １５０

Ｐ１－ＲＣ－Ｄ３００ ３０ ５００３００ ７００ ６１０ １６０ １００ １５０

記　号
寸法表　（単位ｍｍ）

摘　要

砕石基礎　ＲＣ－４０

コンクリート１８－８－２０～２５B B

Ｄ

ｔ

ｔ

ＪＳＷＡＳ　Ａ-1

ＪＳＷＡＳ　Ａ-1

ｂ１

ｂ２

100 100

ｈ
１

ｈ
４

ｈ
２

ｈ
３

9 0 °



1 : 2 0

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｂ８

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図
（１２０°固定基礎）

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図（12 0°固定基礎）
S=1 : 2 0

砕石基礎　ＲＣ－４０

コンクリート１８－８－２０～２５B B

Ｄ

ｔ

ｔ

Ｐ２－ＲＣ－Ｄ４００

Ｐ２－ＲＣ－Ｄ４５０

Ｐ２－ＲＣ－Ｄ５００

Ｐ２－ＲＣ－Ｄ６００

Ｐ２－ＲＣ－Ｄ７００

Ｐ２－ＲＣ－Ｄ８００

Ｐ２－ＲＣ－Ｄ９００

管径
( Ｄ )

４５０

５００

６００

７００

８００

９００

管厚
( ｔ )

３５

３８

４２

５０

５８

６６

７５

ｂ１

６５０

７００

７５０

８５０

９５０

１０５０

１１５０

４００

ｂ２

８５０

９００

９５０

１０５０

１１５０

１２５０

１３５０

ｈ１

７７０

８２６

８８４

１０００

１１６６

１２８２

１４００

ｈ２

２７０

２９０

３００

３３０

４１０

４４０

４７０

ｈ３

１５０

１５０

１５０

１５０

２００

２００

２００

ｈ４

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

Ｐ２－ＲＣ－Ｄ３５０ ３２ ６００３５０ ８００ ６６４ ２１０ １００ １５０

Ｐ２－ＲＣ－Ｄ３００ ３０ ５５０ ７５０ ６１０ １９０ １００ １５０

記　号
寸法表　（単位ｍｍ）

摘　要

３００

ＪＳＷＡＳ　Ａ-1

ＪＳＷＡＳ　Ａ-1

ｂ１

ｂ２

100 100

ｈ
１

ｈ
４

ｈ
２

ｈ
３

1 2 0 °



1 : 2 0

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｂ９

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図
（１８０°固定基礎）

砕石基礎　ＲＣ－４０

コンクリート１８－８－２０～２５B B

Ｄ

ｔ

ｔ

Ｐ３－ＲＣ－Ｄ４００

Ｐ３－ＲＣ－Ｄ４５０

Ｐ３－ＲＣ－Ｄ５００

Ｐ３－ＲＣ－Ｄ６００

Ｐ３－ＲＣ－Ｄ７００

Ｐ３－ＲＣ－Ｄ８００

Ｐ３－ＲＣ－Ｄ９００

管径
( Ｄ )

４５０

５００

６００

７００

８００

９００

管厚
( ｔ )

３５

３８

４２

５０

５８

６６

７５

ｂ１

７００

７５０

８００

９００

１２００

１３５０

４００

ｂ２

９００

１１００

１２５０

１４００

１５５０

ｈ１

７７０

８２６

８８４

１０００

１１６６

１２８２

１４００

ｈ２

３９０

４２０

４５０

５００

６１０

６７０

７３０

ｈ３

１５０

１５０

１５０

１５０

２００

２００

２００

ｈ４

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

Ｐ３－ＲＣ－Ｄ３５０ ３２ ６５０３５０ ８５０ ６６４ ３１０ １００ １５０

Ｐ３－ＲＣ－Ｄ３００ ３０ ６００３００ ８００ ６１０ ２８０ １００ １５０

記　号
寸法表　（単位ｍｍ）

摘　要

１０５０

９５０

１０００

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図（18 0°固定基礎）
S=1 : 2 0

ＪＳＷＡＳ　Ａ-1

ＪＳＷＡＳ　Ａ-1

ｂ１

ｂ２

100 100

ｈ
１

ｈ
４

ｈ
２

ｈ
３

1 8 0 °



1 : 3 0

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｂ１０

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図
（３６０°固定基礎）

鉄筋コンクリート管布設基礎詳細図（36 0°固定基礎）
S=1 : 3 0

σｃｋ＝18Ｎ/ｍｍ2

ＳＤ３４５

Ｐ３型（パイプカルバート：３６０°固定基礎）寸法表及び材料表

コンクリート設計基準強度 基　礎

鉄 筋 の 種 類

Ｐ３－Ｄ２００ １．６０９

型　　　枠（ｍ２）

９．２００

Ｐ３－Ｄ２５０ １．９６９

摘　要

Ｐ３－Ｄ３００ ２．１１８

Ｐ３－Ｄ３５０ ２００ ２．４９８

Ｐ３－Ｄ４００ ４．３４９

Ｐ３－Ｄ４５０ ４．８８３

Ｐ３－Ｄ５００ ５．４２１

６６０

７２０

７６０

８２０

９８０

１１００

１０４０

ｂ２Ｄ

２００

２５０

３００

３５０

４００

４５０

５００

ｔ

２７

２８

３０

３２

３５

３８

４２

ｂ１

４６０

５２０

５６０

６２０

７８０

８４０

９００

ｈ１

６１０

６７０

７１０

７７０

９３０

９９０

１０５０

４６０

５２０

５６０

６２０

７８０

８４０

９００

ｈ２

１００

１００

１００

１００

１５０

１５０

１５０

ｈ３ Ｊ

－

－

－

１４０

１２０

１５０

１８０

基　礎　材（ｍ２）

６．６００

７．２００

７．６００

８．２００

９．８００

Ｐ３型鉄筋材料表

Ｐ３－Ｄ２００

鉄筋径

Ｄ１３

縦方向鉄筋　Ｒ１　（１ｍ当たり）

Ｄ１３

鉄筋径

３２０

１本当たり長さ（ｍｍ）

横方向鉄筋　Ｒ２　（１ｍ当たり）

１１１０

１本当たり長さ（ｍｍ）

横方向鉄筋　Ｒ３　（１ｍ当たり）

鉄筋径

Ｄ１３ ０．９９５５．９７０

本数

６

本数

５ ５

本数 形　状
鉄筋総質量（Ｋｇ）

Ｐ３－Ｄ２５０ Ｄ１３ ６ ５．９７０ Ｄ１３ ５ ３８０ Ｄ１３ ５ １２３０ ０．９９５

Ｐ３－Ｄ３００ Ｄ１３ ６ ５．９７０ Ｄ１３ ５ ４２０ Ｄ１３ ５ １３１０ ０．９９５

Ｐ３－Ｄ３５０ Ｄ１３ ８ ７．９６０ Ｄ１３ ５ ４８０ Ｄ１３ ５ １４３０ ０．９９５

Ｐ３－Ｄ４００ Ｄ１３ １０ ９．９５０ Ｄ１３ ５ ６４０ Ｄ１３ ５ １７５０ ０．９９５

Ｐ３－Ｄ４５０ Ｄ１３ １０ ９．９５０ Ｄ１３ ５ ７００ Ｄ１３ ５ １８７０ ０．９９５

Ｐ３－Ｄ５００ Ｄ１６ １０ １．５６ Ｄ１３ ５ ７６０ Ｄ１３ ５ １９９０ ０．９９５

Ｐ４型（パイプカルバート：３６０°固定基礎）寸法表及び材料表

Ｐ４－Ｄ６００ ６００（＝３×２００） ６．１５２

型　　　枠（ｍ２）

Ｐ４－Ｄ７００ ８００（＝４×２００） ９．６５４

摘　要

Ｐ４－Ｄ８００

Ｐ４－Ｄ９００

ｂ２Ｄ

６００

７００

８００

９００

１０００

ｔ

５０

５８

６６

７５

８２

ｂ１

１０００

１２２０

１３４０

１４６０

１５８０

ｈ１

１２００

１４２０

１５４０

１６６０

１７８０

１０００

１２２０

１３４０

１４６０

１５８０

ｈ２

１５０

２００

２００

２００

２００

ｈ３ Ｊ

１３０

１４０

－

１６０

１２０

基　礎　材（ｍ２）

Ｐ４型鉄筋材料表

鉄筋径

Ｄ１３

縦方向鉄筋　Ｒ１　（１ｍ当たり）

Ｄ１３

鉄筋径

２１９０

１本当たり長さ（ｍｍ）

横方向鉄筋　Ｒ２　（１ｍ当たり）

本数 本数

１０

形　状
鉄筋総質量（Ｋｇ）

Ｄ１３ Ｄ１３ １０ ２６３０

Ｄ１６ １．５６ Ｄ１３ １０ ２８７０

Ｄ１６ １．５６ Ｄ１３ １０ ３１１０

Ｄ１６ ３２ １．５６ Ｄ１３ １０ ３３５０

Ｐ３型（Ｄ４００以上）及びＰ４型

鉄筋組立図

Ｐ３型（Ｄ３５０以下）

鉄筋組立図

１．使用管種はJSWAS　Aー１を標準とする。

２．基礎材の使用材料を図中（　　）内に明記すること。

３．型枠面積は、基礎コンクリート両側面のみ計上した。

４．管本体の計算に用いた単管長は、管径Ｄ２００～３５０を２０００ｍｍ、

　　Ｄ４００～１０００ｍｍを２４３０ｍｍとした。

５．継手形式は、別途考慮すること。

６．呑口、吐口の構造を十分検討すること。

注意事項

１．５９２

１．８９１

２．０９０

２．３８８

３．１８４

３．４８３

３．７８１

１２００

１４２０

１５４０

１６６０

１７８０

Ｋ

Ｐ４－Ｄ６００

Ｐ４－Ｄ７００

Ｐ４－Ｄ８００

Ｐ４－Ｄ９００

２４

２０

２４

２８

管下面

Ｐ４－Ｄ１０００

Ｐ４－Ｄ１０００

記　号

記　号

記　号

記　号

４００（＝２×２００）

４００（＝２×２００）

４００（＝２×２００）

４２０（＝２×２１０）

３８０（＝２×１９０）

Ｋ

３２０（＝２×１６０）

１０００（＝５×２００）

１２００（＝６×２００）

１２００（＝６×２００）

単位質量（Ｋｇ/ｍ）

０．９９５

０．９９５

単位質量（Ｋｇ/ｍ）

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

コンクリート（ｍ3）

コンクリート（ｍ3）

１４．３２３

１２．６５７

１１．１３４

１０．４００

１１．２００

１２．４００

１５．６００

１６．８００

１８．０００

２０．０００

２４．４００

２６．８００

２９．２００

３１．６００

１１．０００

１０．４００

１２．０００

１４．２００

１５．４００

１６．６００

１７．８００

５．０

５．０

５．０

５．０

４．１

４．１

４．１

コンクリート管本数

４．１

４．１

４．１

４．１

４．１

コンクリート管本数

材　　料　　表　（１０ｍ当たり）

材　　料　　表　（１０ｍ当たり）

寸　　法　　表　（単位ｍｍ）

寸　　法　　表　（単位ｍｍ）

単位質量（Ｋｇ/ｍ）

単位質量（Ｋｇ/ｍ）

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

０．９９５

１５．６００

質　量（Ｋｇ）

質　量（Ｋｇ）

１９．９００

２３．８８０

３７．４４０

４３．６８０

４９．９２０

質　量（Ｋｇ）

質　量（Ｋｇ）

２１．７９１

２６．１６９

２８．５５７

３０．９４５

３３．３３３

質　量（Ｋｇ）単位質量（Ｋｇ/ｍ）

５．５２２

６．１１９

６．５１７

７．１１４

８．７０６

９．３０３

９．９００ ２９．２８１

１３．０８４

１３．９８０

１４．５７７

１７．４６２

２１．８４０

２２．７３６

４１．６９１

５０．０４９

６５．９９７

７４．６２５

８３．２５３

Ｐ３型

Ｒ３

Ｄ
ｔ

ｔ

Ｐ４型

Ｄ

ｔ

ｔ

設計条件

Ｒ１

Ｒ２

Ｒ１ Ｒ３

Ｒ１

Ｒ２

Ｒ１ Ｒ２

ＪＳＷＡＳ　Ａ-1

ＪＳＷＡＳ　Ａ-1

ＪＳＷＡＳ　Ａ-1

ＪＳＷＡＳ　Ａ-1

1 0 0 ｂ１ 1 0 0

ｂ２

2
0
0
2
0
0

ｂ１

7 07 0 Ｊ Ｋ Ｊ

ｈ
３

１
５

０
ｈ

２

ｈ
１

7 0Ｊ Ｋ Ｊ7 0

7
0

Ｊ
Ｋ

Ｊ
7
0

1 0 0 ｂ１

ｂ２

1 0 0

ｈ
３

２
０

０
ｈ

２

ｈ
１

2
0
0
2
0
0

ｂ１

200 200

200200



1 : 3 0

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｎ１１

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

本管土工断面図（市道）

ｔ2：路盤厚

Ｄ：管外径

舗装

路盤

良質土埋戻

砕石基礎

ＲＣ－４０

土　留

V U 管

舗装

砂基礎

本管土工断面図（市道）
S=1 : 3 0

素　掘土　留

ＰＲＰ管

Ｄ

ＤＤ

※管基礎等の断面構成については、土留（左図）を参照のこと。

改良土または

CBR10以上

路盤

良質土埋戻
改良土または

CBR10以上

ｔ1：舗装厚

ｔ
1

t
2

Ｈ
-
0
.
2
-
Ｄ

-
t
1
-
t
2

1
0
0

Ｄ
1
0
0

掘
削
深

　
Ｈ

掘削幅

掘
削
深

　
Ｈ

掘削幅

掘
削

深
　

１
．

５
０

ｍ
未

満

3 0 0 Ｄ 3 0 0

1
0
0

Ｄ
1
0
0

ｔ
1

t
2

Ｈ
-
0
.
2
-
Ｄ

-
t
1
-
t
2



1 : 3 0

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 N１２

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

取付管土工断面図

取 付管 土工 断 面図
S=1 : 3 0

素　掘 土　留

路盤

良質土埋戻

クリンカアッシュ

クリンカアッシュ

ｔ2：路盤厚

Ｄ：管外径

Ｄ

Ｄ

改良土または

CBR10以上

ｔ1：舗装厚

9 0 0

掘
削

深
　

１
．

５
０

ｍ
以

上

ｔ
2

ｔ
1

掘
削

深
　

H

8 0 0

H
=
(
2
0
0
+
D
+
ｔ

1
+
ｔ

2
）

1
0
0

D

1
0
0

1
0
0

Ｄ

1
0
0



1 : 3 0

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 A１３

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

軽量鋼矢板土留設置標準図

3 . 1 ～ 3 . 4 m 4 . 0 m 0 . 5 2 . 5

2 . 7 ～ 3 . 1 m 3 . 5 m 0 . 5 2 . 0

2 . 2 ～ 2 . 7 m 3 . 0 m 1 . 5

1 . 8 ～ 2 . 2 m 2 . 5 m

2 . 0 m
1 段 1 段

0 . 5
パイプサポ－トＨ－１２５

-

掘 削 深  H 矢板長 腹起し 切  梁
h1 h 2

軽量鋼矢板建込み土留工掘削深別タイプ一覧表

   ～ 1 . 8 m

腹起し位置
G L -  m

0 . 5 -
パイプサポ－ト

1 段

Ｈ－１２５

1 段

0 . 5
Ｈ－１２５

2 段

パイプサポ－ト

2 段

パイプサポ－ト

2 段

アルミ

2 段

Ｈ－１２５

2 段

2 段

平　面　図

　Ⅱ型

パイプサポ－ト

パイプサポ－ト

断　面　図

　Ⅱ型

切梁

軽量 鋼矢 板 土留 設 置 標準 図
S=1: 3 0

呼び径

φ２００

φ２５０

P R P

０．９５

１．００

０．９５

１．００

V U

０．９５

１．０５

H P

掘削幅

φ３００ １．０５ １．０５ １．１０

腹起し（矢板長４．０ｍの場合、アルミ使用

Ｌ＝４．００m

0 . 4 5 ｍ  バ ッ ク ホ ウ 使 用 時3

φ１５０ ０．９０ ０．９０

パイプサポ－ト

矢 板 は 突 合 せ 全 面 施 工 と す る 。

掘
削

幅

切　梁　

切 梁 間 隔  2 5 0 0

4 0 0 0

軽量鋼矢板

7 5 07 5 0

腹起し Ｌ＝４．００ｍ

掘
削

深
 
1

.
5
1

～
3

.
4

0
m

h
1

h
2

掘削幅

軽量鋼矢板



0 . 4 5 ｍ  バ ッ ク ホ ウ 使 用 時3

1 : 4 0

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｌ１４

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

建込み簡易土留設置標準図

断　面　図 平　面　図

3000 3000

（スライドレール方式） （スライドレール方式）

建込 み 簡 易 土 留 設置 標準 図
S=1: 4 0

呼び径

φ２００

φ２５０

P R P V U H P

掘削幅

φ３００

掘削深

3 . 5 ｍ 超 １．１０１．０５１．０５

１．０００．９５１．００3 . 5 ｍ 以 下

3 . 5 ｍ 超 １．１５１．１０１．１０

１．０５１．００１．０５3 . 5 ｍ 以 下

3 . 5 ｍ 超 １．２０１．２０１．２０

１．１０１．０５１．１０3 . 5 ｍ 以 下

φ１５０ 3 . 5 ｍ 超 １．００１．００

０．９００．９５3 . 5 ｍ 以 下

掘削幅

掘
削

深
　

H

スライドレール

パネルA

パネルB

パネルC

切梁

掘
削

幅

3000

スライドレール パネル

切梁



1 : 6 0

０号（組立式）マンホール構造図図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｍ１５

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

平　面　図 A - A 断 面 図 B - B 断 面 図

1
5
0

1
1
0

マ
ン

ホ
ー

ル
深

掘
削

深

1
1
0

H = 5 0 , 1 0 0

H = 3 0 0 , 4 5 0 , 6 0 0

H = 3 0 0 , 6 0 0 , 9 0 0
  1 2 0 0

H = 6 0 0 , 9 0 0 , 1 2 0 0

1
1
0

マ
ン

ホ
ー

ル
深

掘
削

深

1
1
0

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

R C - 4 0

1 8 - 8 - 2 0～25 B B

1 0 ％

T - 2 5 又 は T - 1 4

R C - 4 0

1 8 - 8 - 2 0～25 B B

H = 3 0 0 , 4 5 0 , 6 0 0

H = 3 0 0 , 6 0 0 , 9 0 0
 　 1 2 0 0

H = 6 0 0 , 9 0 0 , 1 2 0 0

T - 2 5 又 は T - 1 4

0号（組立式）マンホール構造図
S=1 : 6 0

1 : 2 , t = 2 0 m m

1
5
0

H = 5 0 , 1 0 0

（ Ｊ Ｓ Ｗ Ａ Ｓ  Ａ - 1 1 ）

※マンホールの深さは２．０ｍ程度以下とする

直壁ブロック

躯体ブロック

調整リング

斜壁ブロック

底版ブロック

砕石基礎

砕石基礎φ 9 5 0

φ 6 0 0 φ 6 0 0

インバートコンクリート インバートコンクリート

　鉄蓋及び受枠　 　鉄蓋及び受枠　

φ
6
0
0

7 5

φ 7 5 0

7 5
2 5 φ 9 0 0 2 5

7 5 φ 7 5 0 7 5

斜壁ブロック

直壁ブロック

躯体ブロック

　モルタル上塗り　

φ 9 5 0

無収縮モルタル 無収縮モルタル

調整リング



1 : 6 0

１号（組立式）マンホール構造図図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｍ１６

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

平　面　図 A - A 断 面 図 B - B 断 面 図

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

被 覆 製 ( W - 3 0 0 )

1 : 2 , t = 2 0 m m

※H=5.0m以上のときは中間スラブを設置すること。

T - 2 5 又 は T - 1 4

H = 5 0 , 1 0 0

H = 3 0 0 , 4 5 0 , 6 0 0

H = 3 0 0 , 6 0 0 , 9 0 0
 1 2 0 0 , 1 5 0 0 , 1 8 0 0

H = 6 0 0 , 9 0 0 , 1 2 0 0
 1 5 0 0 , 1 8 0 0

1 8 - 8 - 2 0～25 B B

R C - 4 0

1 0 0

1
5
0

1
3
0

マ
ン

ホ
ー

ル
深

 
H

掘
削

深

H = 5 0 , 1 0 0

H = 3 0 0 , 4 5 0 , 6 0 0

H = 3 0 0 , 6 0 0 , 9 0 0
 1 2 0 0 , 1 5 0 0 , 1 8 0 0

1 8 - 8 - 2 0～2 5 B B

1
5
0

1
3
0

マ
ン

ホ
ー

ル
深

 
H

掘
削

深

H = 6 0 0 , 9 0 0 , 1 2 0 0
 1 5 0 0 , 1 8 0 0

1 0 ％

1
1
0

1
1
0

R C - 4 0

1号（組立式）マンホール構造図
S=1 : 6 0

T - 2 5 又 は T - 1 4

（ Ｊ Ｓ Ｗ Ａ Ｓ  Ａ - 1 1 ）

φ
6
0
0

7 5

φ 9 0 0

7 5
2 5 φ 1 0 5 0 2 5

φ 9 0 0

φ 6 0 0

7 5 7 5

無収縮モルタル 　鉄蓋及び受枠　

調整リング

斜壁ブロック

直壁ブロック

躯体ブロック

インバートコンクリート

砕石基礎

底版ブロック

3
0
0

3
0
0

φ 6 0 0

無収縮モルタル

調整リング

斜壁ブロック

直壁ブロック

インバートコンクリート

3 0 0

φ1１００

　モルタル上塗り　

躯体ブロック

　　足掛金物　　

底版ブロック

砕石基礎

　鉄蓋及び受枠　

φ1１００



1 : 6 0

２号（組立式）マンホール構造図図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｍ１７

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

平　面　図 A - A 断 面 図 B - B 断 面 図

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

1 0 ％

T - 2 5 又 は T - 1 4

H=50,100

R C - 4 0

1 8 - 8 - 2 0～2 5 B B

H=900,1200,1500
 1800,2100,2400

H=600,900,1200
 1500,1800,2100
 2400

被 覆 製 ( W - 3 0 0 )

H=300,450,600

1
1
0

マ
ン

ホ
ー

ル
深

 
H

掘
削

深

1
5
0

T - 2 5 又 は T - 1 4

H=50,100

H=300,450,600

1
1
0

1 : 2 , t = 2 0 m m H=900,1200,1500
 1800,2100,2400

R C - 4 0

1 8 - 8 - 2 0～2 5 B B

H=600,900,1200
 1500,1800,2100
 2400

1 0 0

掘
削

深

マ
ン

ホ
ー

ル
深

 
H

２号（組立式）マンホール構造図
S=1 : 6 0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

※H=5.0m以上のときは中間スラブを設置すること。

（ Ｊ Ｓ Ｗ Ａ Ｓ  Ａ - 1 1 ）

1 0 0 φ 1 2 0 0 1 0 0

2 5 φ 1 4 0 0 2 5

φ
6
0
0

φ 6 0 0

φ１４５０ φ１４５０

　鉄蓋及び受枠　

調整リング

1 0 0 φ 1 2 0 0 1 0 0

底版ブロック

砕石基礎

インバートコンクリート

躯体ブロック

直壁ブロック
　　足掛金物　　

3 0 0

斜壁ブロック

φ 6 0 0

　鉄蓋及び受枠　

調整リング

斜壁ブロック

　モルタル上塗り　 躯体ブロック

底版ブロック

砕石基礎

インバートコンクリート

直壁ブロック

3
0
0

3
0
0

無収縮モルタル 無収縮モルタル



1 : 6 0

３号（組立式）マンホール構造図図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｍ１８

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

A - A 断 面 図平　面　図 B - B 断 面 図

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

1 0 ％

1 8 - 8 - 2 0～25 B B

T - 2 5 又 は T - 1 4

H=300,450,600

被 覆 製 ( W - 3 0 0 )

H=300,600,900
 1200,1500,1800

H=300

R C - 4 0

H=900,1200,1500
 1800,2100,2400

H=600,900,1200
 1500,1800,2100
 2400

1
1
0

マ
ン

ホ
ー

ル
深

 
H

掘
削

深

T - 2 5 又 は T - 1 4

H=300,450,600

H=300

H=300,600,900
 1200,1500,1800

1 0 0

1 : 2 , t = 2 0 m m

H=900,1200,1500
 1800,2100,2400

H=600,900,1200
 1500,1800,2100
 2400

1 8 - 8 - 2 0～2 5 B B

R C - 4 0

掘
削

深

マ
ン

ホ
ー

ル
深

 
H

1
1
0

1
5
0

３号（組立式）マンホール構造図
S=1 : 6 0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

※H=5.0m以上のときは中間スラブを設置すること。

H=50,100
H=50,100

（ Ｊ Ｓ Ｗ Ａ Ｓ  Ａ - 1 1 ）

7 5 φ 9 0 0 7 5

2 2 5 φ 1 0 5 0 2 2 5

1 2 5
φ 1 5 0 0

1 2 5
2 5 φ 1 7 5 0 2 5

φ 6 0 0

φ１８００

インバートコンクリート

7 5 φ 9 0 0 7 5

φ 1 5 0 01 2 5 1 2 5

　鉄蓋及び受枠　

斜壁ブロック

　　足掛金物　　

直壁ブロック

斜壁ブロック

3 0 0

底版ブロック

砕石基礎

躯体ブロック

直壁ブロック

φ 6 0 0

　鉄蓋及び受枠　

斜壁ブロック

斜壁ブロック

直壁ブロック

3
0
03
0
0

　モルタル上塗り　

躯体ブロック

直壁ブロック

インバートコンクリート

底版ブロック

砕石基礎

φ１８００

φ
6
0
0

無収縮モルタル 無収縮モルタル

調整リング
調整リング



1 : 4 0

楕円（組立式）マンホール構造図図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｍ１９

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

平　面　図 A - A 断 面 図 B - B 断 面 図

ＡＡ

Ｂ
Ｂ

１０％

T - 2 5 又 は T - 1 4

1 0 0

1 8 - 8 - 2 0～2 5 B B

R C - 4 0

H=50,100

H=300,450,600

H=300,600,900

H=600,900
1
5
0

1
1
0

T - 2 5 又 は T - 1 4

H=50,100

1
2
0

マ
ン

ホ
ー

ル
深

掘
削

深

R C - 4 0

1 8 - 8 - 2 0～2 5 B B

H=600,900

H=300,600,900
被 覆 製 ( W - 3 0 0 )

1 : 2 , t = 2 0 m m

掘
削

深

マ
ン

ホ
ー

ル
深

1
5
0
1
2
0

1
1
0

楕円（組立式）マンホール構造図
S=1 : 4 0

1
1
0

1
1
0

H=300,450,600

斜壁ブロック

7 5 6 0 0 3 0 0

7 5

1 0 6 0

φ
6
0
0

φ 6 0 0

　鉄蓋及び受枠　

3
0
0

7 5 φ 9 0 0 7 5

3
0
0

インバートコンクリート

底版ブロック

砕石基礎
１１００

調整リング

斜壁ブロック

直壁ブロック

躯体ブロック

φ 6 0 0

　鉄蓋及び受枠　

調整リング

８２０
砕石基礎

底版ブロック

インバートコンクリート

躯体ブロック

直壁ブロック

　　足掛金物　　

7 5φ 6 0 07 5

　モルタル上塗り　

3 0 0

無収縮モルタル 無収縮モルタル



図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｍ２０

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

コンクリート製小型マンホール
構造図（参考図）

S=1 : 3 0

コンクリート製小型マンホール構造図（参考図）

1 : ３ ０

調 整 リ ン グ

斜 　 　 壁

JSM R

J S M Y

高さ・勾配調整金具

直 　 　 壁
JSM T

JSMT-20 200

品　　番 H （ m m ）

JSMT-30 300

JSMT-40 400

JSMT-50 500

JSMT-60 600

JSMT-70 700

JSMT-80 800

JSMT-90 900

JSMT-100 1000

品　　番 H （ m m ）

JSMR-10

JSMR-15

100

150

基 　 礎 　 版
JS M B

※本 製 品 は、 J S W A S  A - 1 0 類 似 品 で ある 。

　使用にあたっては本市監督員の承認を受けること。

管 取 付 壁

JS M K 1 - 4 0
J S M K 1 - 6 0

品　　番 H （ m m ）

JSMK1-40

JSMK1-60

400

600

組 立 標 準 図

ﾊｲ ｼ ﾞ ｬ ｽ ﾀ ｰ

J S M K 2
J S K 1 - 4 0
J S K 1 - 6 0

マ
ン

ホ
ー

ル
深

7
0

1
0
0

1
0
0

R C - 4 0

J S M K 2

1
1
0

4 7 0

8 5 3 0 0 8 5

4 7 0

6 0 3 0 0 6 0

3 0 08 5 8 5

インサート M12

H

6
0

1
9
0

1
3
0

4 2 0

3 0 0 6 06 0

H

6
0
0

6 0 0

1
0
0

可とう継手可とう継手

6 0 3 0 0

4 2 0

6 0

3
3
0

7
0

3
2
0

8
0

4
0
0

3 0 0

4 2 0

6 06 0

7
0

H

可とう継手

直接蓋φ 4 6 0

φ 3 6 0 　　調整金具

調 整 リ ン グ  J S M R

斜 壁  J S M Y

直 壁  J S M T

管取付壁

可とう継手

基 礎 版  J S M B

砕石基礎
6 0 0

6 0 0



蓋（ＦＣＤ６００）

Ｍ１０ボルト，ナットタフコン台

蝶番ＦＣＤ６００

銅パイプ

枠ＦＣＤ６００

( T F - 4 0 )

防護ハット詳細図

福井市仕様

φ 3 1 8

φ 5 3 0

φ 4 0 9
防護ハット

タフコン台

立 上 り 管 V U φ 3 0 0

オスキャップ

福井市仕様

φ 3 0 0  塩ビマンホール標準施工図

下 水道 用硬 質塩 化ビ ニル 製小 型マ ンホ ール ( J S W A S  K - 9 )

土
被

り

立
上

り
管

：
Ｌ

1
5
0

S = 1 : 3 0

起　点 中間点

砂基礎

砕石基礎

R C - ４ ０

1
0
0

1
5
0

1 5 0

1
5
05
0

3
0

4
0

1
0

5
0

3 9 5 × 3 3 0

φ 5 3 0

S = 1 : 2 0

φ 3 9 1

φ 4 0 9

図示

塩ビ製マンホール構造図図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｍ２１

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

塩ビマンホール詳細図

Z
1

Z 2 15゚～30゚

S = 1 : 4 0

落差工 曲　点

寸法諸元

管　径
マンホール

径
Z １

( 最 小 )
Z ２

( 最 小 )受口形 差口形
ｈ ( 最 小 )

１５０
２００
２５０

３００
２８０
２９０
３５０

２３０
２５５
３１０

３６０
４１０
４６０

－

寸法諸元

管　径
マンホール

径
Z １

( 最 小 )
Z ２

( 最 小 )受口形 差口形
ｈ ( 最 小 )

１５０
２００
２５０

３００
２８０
２９０
３５０

２３０
２５５
３１０

３６０
４１０
４６０

１８０

１９０

寸法諸元

管　径
マンホール

径
Z １

( 最 小 )
Z ２

( 最 小 )受口形 差口形
ｈ ( 最 小 )

１５０
２００
２５０

３００
１５０
１７０
２２０

２３０
２５５
３１０

３６０
４１０
４６０

寸法諸元

管　径
マンホール

径
Z １

( 最 小 )
Z ２

( 最 小 )受口形 差口形
ｈ ( 最 小 )

１５０
２００
２５０

３００
２９０

３６０

２３０
２５５
３１０

３６０
４１０
４６０２１０

１８０ ２００
１９０

塩ビ製マンホール構造図

Z1 Z2 Z 1

h h

φ 3 1 8 φ 3 1 8

Z 2

h
Z
1

h

φ 3 1 8 φ 3 1 8



タフコン台

銅パイプ

枠ＦＣＤ６００

( T F - 4 0 )

防護ハット詳細図

防護ハット

タフコン台

立 上 り 管 V U φ 3 0 0

オスキャップ

福井市仕様

φ 3 0 0  塩ビマンホール標準施工図

下 水道 用硬 質塩 化ビ ニル 製リ ブ付 小型 マン ホー ル ( J S W A S  K - 1 7 )

土
被

り

立
上

り
管

：
Ｌ

1
5
0

S = 1 : 3 0

起　点 中間点

砕石基礎

R C - ４ ０

1
0
0

RC４０

蓋（ＦＣＤ６００）

蝶番ＦＣＤ６００

福井市仕様

φ 3 1 8

φ 5 3 0

φ 4 0 9

1
5
0

1 5 0

3
0

1
0

S = 1 : 2 0

1
5
0

5
0

4
0

5
0

3 9 5 × 3 3 0

φ 5 3 0

φ 3 9 1

φ 4 0 9

塩ビマンホール詳細図
S= 1 : 4 0

曲　点

寸法諸元

マンホール径

リブ付塩ビ製マンホール構造図

図示

リブ付塩ビ製マンホール構造図図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｍ２２

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

寸法諸元

管　径 マンホール径
H

( 最 小 )
Z １

( 最 小 )

１５０
２００

２３０
２５５

管　径 マンホール径
Z １

( 最 小 )
Z ２

( 最 小 ) ( 最 小 )

１５０
２００

２８０
２９０

２３０
２５５

１８０

寸法諸元

管　径
Z １

( 最 小 )
Z ２

( 最 小 )

１５０
２００

３００ ２９０
２５５２００

１９０

２８０
２９０

３００

H

H
( 最 小 )

２３０

３００

砕石基礎

M10ボルト、ナット

H

Z1

H

H

Z1Z2

15°
～30°

Z2

Z1



1 : ３ ０

レジンコンクリート製
小型マンホール設置標準図

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｍ２３

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

起　点

起　点

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０
　　　　　　（２００）キテン

ＮＲＭＣ３０（Ｂ）－４００

ＮＲＭＣ３０（Ｂ）－３００

ＮＲＭＣ３０（Ａ）－２００

ＣＲテイバン　ＮＲＭＣ３０（Ｐ）－７０

ソケットリング３０
（中蓋タイプ）

ソケットリング３０
（標準タ イプ）

ソケットリング３０
（標準タ イプ）

砕石基礎

流出側アダプタ 

対応管種
ＶＵ，ＨＰ　Ｂ形Ⅰ種，ＰＲＰ
ＲＥＣ　Ｂ型 Ⅰ種，ＣＰ１種

1
1
0

1
5
0

1
1
0

θ

直接ふた

ハイジャスター

中間点 曲　点

Ｌ１ Ｌ１ Ｌ２Ｌ１ Ｌ１
Ｌ２

φ 4 6 0

φ 3 3 0

掘
削
深

さ

人
孔
深

：
Ｈ

土
被
り

2
0
0
1
4
0

h

225

φ 5 6 0

中間点・曲点

管路径

φ２００

名　称

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）キテン

インバート

L １

3 2 5

ｈ

3 0 0

管路径

φ２００

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）９０／ ２７０ド

L １

3 2 5

L ２

３４５

3 2 5 ３４５

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）１０５／ ２５５ド 3 2 5 ３４５

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）１２０／ ２４０ド 3 2 5 ３４５

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）１３５／ ２２５ド 3 2 5 ３４５

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）１５０／ ２１０ド 3 2 5 ３４５

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）１６５／ １９５ド 3 2 5 ３４５

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）１８０ド 3 2 5 ３４５

９０°（２７０°）

９７．５°（２６２．５°）

＋７．５°
（－７．５°）

＋７．５°
（－７．５°）

１０５°（２５５°）＋７．５°
（－７．５°）

ｈ

3 0 0

3 0 0

3 0 0

3 0 0

3 0 0

3 0 0

3 0 0

3 0 0

可動角度（θ）

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）９７．５／ ２６２．５ド

１２０°（２４０°）±７．５°

１３５°（２２５°）±７．５°

１５０°（２１０°）±７．５°

１６５°（１９５°）±７．５°

１８０°±７．５°

インバート

名　称

φ 4 6 0

φ 3 3 0

2
0
0
1
4
0

h

土
被
り

人
孔
深

：
Ｈ

掘
削
深

さ

φ 5 6 0

245225

直接ふた

（標準タ イプ）
ソケットリング３０

ＮＲＭＣ３０（Ｂ）－４００

（標準タ イプ）
ソケットリング３０

ＮＲＭＣ３０（Ｂ）－３００

ソケットリング３０
（中蓋タイプ）

ＮＲＭＣ３０（Ａ）－２００

ハイジャスター

流出側アダプタ 

φ 4 6 0

φ 3 3 0

直接ふた

ハイジャスター

ＮＲＭＣ３０（Ａ）－２００

ＮＲＭＣ３０（Ｂ）－３００

ＮＲＭＣ３０（Ｂ）－４００

ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）
ＮＲＭＣ３０（Ｃ）－３７０（２００）１８０ト゛
流入側アダプタ 

ＣＲテイバン　ＮＲＭＣ３０（Ｐ）－７０

砕石基礎

φ 5 6 0

レジンコンクリート製小型マンホール設置標準図
S=1 : 3 0

ＣＲテイバン　ＮＲＭＣ３０（Ｐ）－７０

RC-40 RC-40 RC-40

砕石基礎 砕石基礎 砕石基礎



1 : １ ０

鉄蓋施工断面図図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｍ２４

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

斜壁

1
1
0

2
0

　
～

4
9

無収縮モルタル

( 1 : 2 )

調整リング

フレーム

調整駒

調整駒保護材

ボルト保護材

ＳＵＳ　Ｍ１６ボルト

ボルト保護材
S U S 3 0 4
P E
C R

ボルト

調整駒

4
3
2
1

品番 名　　称

調整駒保護材

備　　考個数

3
3
3
3

材 　  質

ポリアセタール他

斜壁

無収縮モルタル

( 1 : 2 )

調整リング

S = 1 : 1 0

鉄 蓋 施 工 断 面 図

1 組当たり

※受枠とマンホール本体は、緊結すること。

※ 調 整 リ ン グ は 、 2 段 （ 5 c m + 5 c m 、 1 0 c m + 1 0 c m 、 5 c m + 1 0 c m ） と す る 。



1 : ４ ０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 M２５

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

流水方向 マンホール継手

上流側マンホール 下流側マンホール

本管標準配管図（リブ付硬質塩化ビニル管）変換継手なし
S = 1 : 4 0

本管標準配管図
（リブ付硬質塩化ビニル管）変換継手なし

マンホール継手

調整管

リブ管用可とう性

リブ付硬質塩化ビニル管

リブ管用可とう性



1 : ４ ０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 M２６

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

流水方向マンホール継手 マンホール継手

上流側マンホール 下流側マンホール

本管標準配管図（リブ付硬質塩化ビニル管）変換継手あり
S = 1 : 4 0

本管標準配管図
（リブ付硬質塩化ビニル管）変換継手あり

調整管

VU差し口-リブ差し口変換継手 リブ受口-VU差し口変換継手

塩ビ管用可とう性 塩ビ管用可とう性

リブ付硬質塩化ビニル管



1 : ４ ０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 B２７

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

平　面　図 A - A 断 面 図

D

D2

＊H = 6 0 0 m m以上の場合に施工する。
＊晴天時汚水量に依り決定するがD2に対して表のとおりにする。

D

H

1 8 - 8 - 2 0 ～ 2 5 B B

外副管取付詳細図
（本管リブ付塩ビ管）変換継手なし

外副管取付詳細図（本管リブ付塩ビ管）変換継手なし
S = 1 : 4 0

(mm)
本 管 径  D 2

150
200

副管径 D
(mm)

100
150

T(=D2+100*2) C(=D+75*2)

350
400

250
300

コンクリート巻き立て(mm)

250 200 450 350
300 200 500 350
350 200 550 350
400 200 600 350
450 250 650 400

B - B 断 面 図

DＡ Ａ

Ｂ
Ｂ

D
1

D
1

T

９０゜曲管

プレーンエンド直管

カラー

リブ副管用 9 0 °支管

1
0
0

D
2

コンクリート巻き立て

リブ副管分岐用マンホール継手

C

C

T



1 : ４ ０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 B２８

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

平　面　図 A - A 断 面 図

D

D2

＊H = 6 0 0 m m以上の場合に施工する。
＊晴天時汚水量に依り決定するがD2に対して表のとおりにする。

D

H

1 8 - 8 - 2 0 ～ 2 5 B B

外副管取付詳細図
（本管リブ付塩ビ管）変換継手あり

外副管取付詳細図（本管リブ付塩ビ管）変換継手あり
S = 1 : 4 0

(mm)
本 管 径  D 2

150
200

副管径 D
(mm)

100
150

T(=D2+100*2) C(=D+75*2)

350
400

250
300

コンクリート巻き立て(mm)

250 200 450 350
300 200 500 350
350 200 550 350
400 200 600 350
450 250 650 400

B - B 断 面 図

DＡ Ａ

Ｂ
Ｂ

D
1

D
1

T

９０゜曲管

プレーンエンド直管

カラー

塩ビ副 管用 9 0 °支管

1
0
0

D
2

コンクリート巻き立て

リブ－VU副管分岐用変換継手

C

C

T



1 : ４ ０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 B２９

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

平　面　図 A - A 断 面 図

D

D2

＊H = 6 0 0 m m以上の場合に施工する。
＊晴天時汚水量に依り決定するがD2に対して表のとおりにする。

D

H

外副管取付詳細図
（本管塩ビ管）

(mm)
本 管 径  D 2

150
200

副管径 D
(mm)

100
150

T(=D2+100*2) C(=D+75*2)

350
400

250
300

コンクリート巻き立て(mm)

250 200 450 350
300 200 500 350
350 200 550 350
400 200 600 350
450 250 650 400

B - B 断 面 図

DＡ Ａ

Ｂ
Ｂ

外副管取付詳細図（本管塩ビ管）
S = 1 : 4 0

1 8 - 8 - 2 0 ～ 2 5 B B

D
1

D
1

T

プレーンエンド直管

カラー

副管用9 0 °支管

1
0
0

D
2

C

C

T

コンクリート巻き立て

９０゜曲管



1 : ４ ０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 B３０

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

B - B 断 面 図A - A 断 面 図平　面　図

DＡ Ａ

Ｂ
Ｂ

D

D 2

計画外副管取付詳細図
（本管リブ付塩ビ管、本管塩ビ管）

D

H

計画外副管取付詳細図（本管リブ付塩ビ管、本管塩ビ管）
S = 1 : 4 0

＊H = 6 0 0 m m以上の場合に施工する。
＊晴天時汚水量に依り決定するがD2に対して表のとおりにする。

(mm)
本 管 径  D 2

150
200

副管径 D
(mm)

100
150

T(=D2+100*2) C(=D+75*2)

350
400

250
300

コンクリート巻き立て(mm)

250 200 450 350
300 200 500 350
350 200 550 350
400 200 600 350
450 250 650 400

D
1

D
1

1 8 - 8 - 2 0 ～ 2 5 B B

C

T

T

プレーンエンド直管

D
2

C

キャップ

5
0
0

９０゜曲管

コンクリート巻き立て



1 : ４ ０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 B３１

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

内副管取付詳細図
（本管リブ付塩ビ管）

平　面　図 A - A 断 面 図

Ａ Ａ
Ｂ

Ｂ

D

ステンレス製

D
1

H

D

B - B 断 面 図

D 2

D

内副管取付詳細図（本管リブ付塩ビ管）
S = 1 : 4 0

(mm)
本管 径  D 2

150
200

副管径 D
(mm)

100
150

250 200
300 200
350 200
400 200
450 250

＊H = 6 0 0 m m 以上の場合に施工する。
＊晴天時汚水量に依り決定するがD2に対して表のとおりにする。

１０％

D
1

内副管用支持金具プレーンエンド直管

カラー

９０゜曲管

D
2

リブ内副管継手

十字管



1 : ４ ０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 B３２

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

内副管取付詳細図
（省スペース貼付タイプ　本管リブ付塩ビ管）

平　面　図 A - A 断 面 図

Ａ Ａ
Ｂ

Ｂ

D

D
1

H

D

B - B 断 面 図

D2

D

内副管取付詳細図（省スペース貼付タイプ　本管リブ付塩ビ管）
S = 1 : 4 0

(mm)
本管 径  D 2

150
200

副管径 D
(mm)

100
150

＊H = 6 0 0 m m 以上の場合に施工する。
＊晴天時汚水量に依り決定するがD2に対して表のとおりにする。

１０％

D
1

ステンレス製

狭小用貼付型

プレーンエンド直管

９０゜曲管

D
2

リブ用可とうマンホール継手

内副管用支持金具

内副管継手



１：４０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 B３３

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

内副管取付詳細図
（本管塩ビ管）

平　面　図 A - A 断 面 図 B - B 断 面 図

Ａ
Ｂ

Ｂ
D

D 2

D

ステンレス製

D
1

H

D

内副管取付詳細図（本管塩ビ管）
S = 1 : 4 0

(mm)
本 管径  D 2

150
200

副管径 D
(mm)

100
150

250 200
300 200
350 200
400 200
450 250

＊H = 6 0 0 m m以上の場合に施工する。
＊晴天時汚水量に依り決定するがD2に対して表のとおりにする。

１０％

Ａ

D
1

内副管用支持金具プレーンエンド直管

カラー

９０゜曲管

D
2

内副管用マンホール継手

十字管



１：４０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 B３４

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

内副管取付詳細図
（省スペース貼付タイプ本管塩ビ管）

平　面　図 A - A 断 面 図 B - B 断 面 図

Ａ
Ｂ

Ｂ

D

D
1

H

D

内副管取付詳細図（省スペース貼付タイプ　本管塩ビ管）
S = 1 : 4 0

(mm)
本 管径  D 2

150
200

副管径 D
(mm)

100
150

＊H = 6 0 0 m m以上の場合に施工する。
＊晴天時汚水量に依り決定するがD2に対して表のとおりにする。

１０％

Ａ

D
1D

D2狭小用貼付型

ステンレス製
プレーンエンド直管

９０゜曲管

D
2

マンホール可とう継手

内副管継手

内副管用支持金具



インバートの形状

１：４０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｎ３５

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

流入管と流出管の段差が大きい場合 流入管と流出管に角度がある場合 横からの流入がある場合流入管と流出管に角度がある場合
（ 3 0 ° ＜ Θ ≦ 9 0 ° ） （ 9 0 ° ＜ Θ ≦ 1 0 0 ° ）

※インバートの勾配は原則として流出管の勾配とし、高さHは

　流出管より求めた高さ（合流式 0.4D、分流式 0.5D）とする。

　最小ステップは、直線部0ｃｍ、屈曲部3ｃｍ、鋭角部D/2以上とする。

　モルタル上塗りは、20ｍｍとする。

イ ン バ ー ト の 形 状
S = 1 : 4 0

D

H

D

H

6
0
0
未

満

3
0

D

H

3
0

D

H

D
/
2

Θ

Θ



－

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｎ３６

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

インバート標準平面図
足掛金物設置位置図

※インバート形状は各号人孔共通とする。

※上記以外の場合は各組合せにより形状を決定するものとする。

※足掛金物の位置は、下流側に対し45°を原則とする。

※ただし、道路条件により判断する。

インバート横断勾配

φ 2 0 0
φ 2 5 0

インバート縦断勾配

1 0 ％

本 管 径 の 1 / 2

イ ン バ ー ト 標 準 平 面 図 ・ 足 掛 金 物 設 置 位 置 図

上流端

上流端上流端上流端 上流端

上流端

上流端

1 号 人 孔
35
33

50
48

2 号 人 孔
65
63

3 号 人 孔

A：寸法表

本管径

Ａ

下流側勾配とする

4
5

°



図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｎ３７

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

汚水桝標準布設断面図（参考図）
ーＡ型汚水桝、Ｂ型汚水桝ー

A型汚水桝（横抜きタイプ）

B型汚水桝（底抜きタイプ）

A型汚水桝

水　路

B型汚水桝

1 : ４ ０

汚水桝標準布設断面図（参考図）
S = 1 : 4 0

ｉ＝１０‰以上

ｉ＝１０‰以上

8
0

0
～

1
2

0
0

4 1 0

4 2 0

下水管

R S V U

水道管

官 民 境 界 よ り 1 . 0 ｍ 以 内

1
2

0
0

以
上

8
0

0
～

1
2

0
0

官民境界より1. 0ｍ以内

5
0
0
以

上

水道管

ガス管

R S V U

4 2 0

4 1 0

4 0 0

4 0 0

下水管



図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類３８

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

1 : ４ ０

Ｎ

取付管布設詳細図（参考図）
ーA型汚水桝、B型汚水桝本管リブ管ー

S=1 : 4 0

取 付 管 布 設 詳 細 図 （ 参 考 図 ）
A型汚水桝（横抜きタイプ）
B型汚水桝（底抜きタイプ）
本管リブ管

１．０ｍ以内

公道民地

RSVU

ゴム輪受口曲管θ゜

可とう性枝付本管

（θ゜＝０，１５，３０，４５，６０，７５）
ｉ＝１０‰以上

A型汚水桝

枝付本管接続

可とう性枝付本管

2 0 0 × 1 5 0
2 5 0 × 1 5 0

Ｌ

250
360

呼び径

3 0 0 × 1 5 0 480
3 5 0 × 1 5 0 480
4 0 0 × 1 5 0 480
4 5 0 × 1 5 0 480

ｉ＝１０‰以上

RSVU 可 とう性 枝 付 本管

Ｂ型汚水桝

ゴム輪受口曲管θ゜

ゴム輪受口曲管θ゜

（θ゜＝０，１５，３０，４５，６０，７５）

（θ゜＝０，１５，３０，４５，６０，７５）

公道民地

１．０ｍ以内

S = 1 : 2 0

可 とう性 支 管 または

可とう性支管または

※ただし、 可とう 性 支 管は、 メカニ カル取 付 を 含むが

　接着剤使用 のもの は 除 く

1 5 0 × 1 0 0 250

支管の 呼び 径 が 2 0 0 の 場合 、 　 　本 管 軸方向 に 9 0 c m 以上 とする

※可とう性 支管取 付け孔 の 中 心間距 離は、

　支管の 呼び径が 1 5 0 以下 の場合 、本管 軸方向 に 7 0 c m 以上

Ｌ

フリーソケット



ｉ＝１０‰以上

RSVU

1 : ３ ０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｎ３９

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

民地 公道

A型汚水桝

モルタルにて防護

A型圧縮ジョイント付陶管 硬質塩化ビニ－ル管

取付管布設詳細図（参考図）
ーA型汚水桝(本管塩ビ管、ヒューム管、陶管)ー

ヒューム管

S=1 : 3 0

取 付 管 布 設 詳 細 図 （ 参 考 図 ）
A型汚水桝（横抜きタイプ）
本管塩ビ管、ヒューム管、陶管

管軸方向6 0°～9 0° 管軸方向6 0°～9 0°

塩ビ管用可とう性支管

※ただし、 可とう 性支管 は 、メカ ニカル 取 付を含 む が

　接着剤使 用のも の は除く

P型パッキン

1 . 0 ｍ 以 内

砂付けした管を挿入し

管頂120°の間に布設 管頂120°の間に取付ける管頂120°の間に取付ける

ヒューム管用可とう性支管 または可とう性枝付本管



ｉ＝１０‰以上

RSVU

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｎ４０

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

民地 公道

A型圧縮ジョイント付陶管 硬質塩化ビニ－ル管ヒューム管

取付管布設詳細図（参考図）
ーB型汚水桝（本管塩ビ管、ヒューム管、陶管）ー

1 : ３ ０

B型汚水桝

地下埋設物

S = 1 : 3 0

取 付 管 布 設 詳 細 図 （ 参 考 図 ）
B型汚水桝（底抜きタイプ）
本管塩ビ管、ヒューム管、陶管

モルタルにて防護

管軸方向6 0°～9 0° 管軸方向6 0°～9 0°

塩ビ管用可とう性支管

※ただし、可 と う性 支 管は、 メ カニカ ル取付 を 含むが

　接着剤使用 の ものは 除 く

P型パッキン

1 . 0 ｍ 以 内

管頂120°の間に取付ける管頂120°の間に取付ける管頂120°の間に布設

砂付けした管を挿入し

ヒューム管用可とう性支管 または可とう性枝付本管



１：４０

　　　取付管布設詳細図
塩ビ桝（横抜き、底抜きタイプ）

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｎ４１

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

公道民地

8 0 0 ～ 1 2 0 0

ワンタッチ開閉式鋳鉄蓋（鎖付）

接着

ＶＵφ２００

φ１００プラグ

ストレート

RSVU

接着

可とう性枝付本管

ｉ＝１０‰以上

福井市仕様

S = 1 : 4 0

取 付 管 布 設 詳 細 図
A型塩ビ桝（横抜きタイプ）
B型塩ビ桝（底抜きタイプ）

１．０ｍ以内

ゴム輪受口曲管θ゜
（θ゜＝０，１５，３０，４５，６０，７５）

（θ゜＝０，１５，３０，４５，６０，７５）
ゴム輪受口曲管θ゜

8
0

0
～

1
2

0
0

ドロップ

ｉ＝１０‰以上

民地 公道

接着

ＶＵφ２００

φ１００プラグ
接着

RSVU

可とう性枝付本管

（θ゜＝０，１５，３０，４５，６０，７５）
ゴム輪受口曲管θ゜

福井市仕様
ワンタッチ開閉式鋳鉄蓋（鎖付）

１．０ｍ以内

（θ゜＝０，１５，３０，４５，６０，７５）

ゴム輪受口曲管θ゜

A型塩ビ桝（横抜きタイプ）

B型塩ビ桝（底抜きタイプ）

可とう性支管または

可とう性支管または

※ただし、可とう性支 管 は 、メカニカル 取付を 含 む が

　接着剤使用のものは除 く



１：１０

汚水桝ブロック（内径40ｃｍ）
詳細図（参考図）

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 Ｍ４２

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

平　面　図

汚水桝ブロック（内径40ｃｍ）詳細図（参考図）
S = 1 : 1 0

断　面　図

φ 4 8 0

φ 4 1 5

φ 4 0 5

φ 3 5 0

φ 4 0 0

2
0
0

1 6 2 4

4

1
7

5
0
2
8

取手　２箇所



１：１０

汚水桝ブロック（内径40ｃｍ）
詳細図（参考図）

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 M４３

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

1 0 0 A 2 0 0 A

汚水桝ブロック（内径40ｃｍ）詳細図（参考図）
S = 1 : 1 0

4 0 0 A

4 0 04 0

1
0
0

7

1 5

2 2

4 8 0

3

4 0 2 4

4

1 6

4 0 04 0
2
0
0

1
7

7

1 5

2 2

4 8 0

3

4 0 2 4

4

1 6

1
7

2 4

4 0 04 0
1 5

2 2

4 8 0

3

4 0 2 4

4

1 61
7

4
0
0

7



１：１０

汚水桝ブロックA型（内径40ｃｍ）
詳細図（参考図）

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 M４４

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

汚水桝ブロックA型（内径4 0ｃｍ）詳細図（参考図）
S = 1 : 1 0

平　面　図

正　面　図 断　面　図

φ 1 0 7

φ
1

0
7

φ 1 5 4

φ
1

0
7

4 0 0

φ
1

0
7

2
5
0

φ
1

5
4

5
0

2
0
0

1
0
0

塩ビソケット塩ビ止水ソケット

4 5

1
0

1 5 3

2 3

3
1
0

1
0

φ 4 9 0φ 4 9 0
3
1
0



１：１０

汚水桝ブロックB型（内径40ｃｍ）
詳細図（参考図）

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 M４５

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

汚水桝ブロックB型（内径4 0ｃｍ）詳細図（参考図）
S = 1 : 1 0

平　面　図

A - A 断 面 図 B - B 断 面 図

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

φ 1 0 7

φ
1

0
7

φ 1 5 4

φ
1

0
7

φ 4 8 0

φ 4 0 04 0 3 2 2

1 5

2
7
0

7

1
0
0

φ 4 8 0

φ 4 0 04 0 3 2 2

1 5

7
5
0

o
u
t
2
2
0

φ 1 5 4

i
n
2
0
0

φ
1

0
7

7
0

2
7
0

塩ビ止水ソケット 塩ビソケット



１：２０

汚水桝ブロック（内径40ｃｍ）
総体図（参考図）

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 M４６

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

汚水桝ブロック（内径40ｃｍ）総体図（参考図）
S = 1 : 2 0

総　体　図 キャップ リ　ン　グ アジャスター リリーフ リリーフ

100A

200A

400A

R C

Ｌ Ａ LD-B

C F

1
0
0

φ 4 8 0

40040 15 22

3

2
0
0

4
0
0

φ 4 8 0

φ 4 1 5

φ 3 5 0

φ 4 0 0

2
0
0

16 24

4

1
7

2
8

φ 4 8 0

3
0
0

7

400 15

3

2240

φ 4 8 0

2
0
0

1
0
0 φ

1
0
7

2
5
0

φ
1
5
4

5
0

φ 4 8 0

400 15

3

2240

φ 4 8 0

7
2
7
0

2
0
0

7
0 φ

1
0
7

2
2
0

5
0

塩ビ止水ソケット
塩ビソケット

φ 1 5 4

塩ビ止水ソケット

塩ビソケット

φ 4 1 0

2
8

φ 4 1 0

φ 4 8 0

H

φ 4 0 0 40



１：１０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 M４７

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

塩ビ桝インバート詳細図

（横抜き）ストレート 9 0 ° 両 側 合 流 （底抜き）9 0°両側合流

塩ビ桝インバート詳細図
S = 1 : 1 0

φ１００プラグ

φ１００プラグ

φ１００プラグ

φ
1

1
4

φ
1

6
5

φ 2 1 7 . 4

φ 1 1 4

φ
1

1
4

φ
1

6
5

φ 1 1 4

φ 2 1 7 . 4

φ 1 1 4

φ
1

1
4

φ
1

1
4

φ 2 1 7 . 4

φ 1 6 5



１：１０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 M４８

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

宅地または歩道

鉄蓋

雨水桝ブロック（内径45ｃｍ）構造図
S = 1 : 1 0

雨水桝ブロック
( 内 径 4 5 c m ) 構 造 図

う
す

い

5 0 0

1 0 0 3 0 0 1 0 0

4 g 上部ブロック

5
5
0

5 0 4 5 0 5 0

3 0

上部ブロック

N o . 6

N o . 7

N o . 8

N o . 4

4 g1
9
0

1
2
5

1
5
0

1
0
0

2
0
0

2
3
0

5
0

1 0 01 0 0 3 0 0



１：１０

図面内容

縮　　尺

図面番号 文献分類 M４９

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

N o ． ４ N o ． ７N o ． ８

1
5
0

参考重量 4 5ｋｇ

参考重量 1 6ｋｇ

1
0
0

N o ． ６（ H = 1 0 c m ）

2
8
0

r=
11
0

参考重量 4 8ｋｇ

2
3
0

5
0

r=
1
10

参考重量 6 3ｋｇ

雨水桝ブロック（45ｃｍ）配筋図
S = 1 : 1 0

雨水桝ブロック
( 内 径 4 5 c m ) 配 筋 図

3 5 01 0 0 1 0 0

5 0 4 5 0 5 0

亜鉛引鉄線８＃

4 5 05 0 5 0 4 5 05 0 5 0 4 5 05 0 5 0

亜鉛引鉄線８＃



材 質 　 S U S 3 0 4

図面番号 文献分類 M５０

図面内容

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

雨水桝（汚水桝）
上部ブロック詳細図

縮　　尺 図示

雨水桝（汚水桝）上部ブロック詳細図
S = 1 : 1 0

４ｇブロック

#
８

雨水桝鉄蓋取付プレート詳細図

r=6.5

うすい

S = 1 : 2

1 2 5

1 2 0

6 52 5

9 0

1 9 01 0 0

5
5
02 0

1
9
0

5 5 0

1 0 0 5 0 5 03 0 9 0 3 05 0 5 0 1 0 0

9
0

1
2
0

1
2
5

2
55
0

5 5 0

5 4 4 0 5

1
5

3.2

3
0

8

8 5

3 2

1
3



図面番号 文献分類 Ｈ５１

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

図面内容

縮　　尺

舗装復旧断面図（県道）

－

L 交 通

砂又は同等品以上

埋戻し土砂

下層路盤（クラッシャーラン）

密粒度アスコン細粒度アスコン

上層路盤（粒調砕石）

仮復旧の場合 本復旧の場合 （H×0 . 3）

影響巾

ｈ
1
＝

4
0
0

（大型自動車100台未満/日・一方向）
（単位：ｍｍ）

B 交 通

砂又は同等品以上

埋戻し土砂

仮復旧の場合 本復旧の場合 （H×0 . 3）

影響巾

ｈ
1
＝

6
5
0

（大型自動車2 5 0～ 1 0 0 0台未満 /日・一方向）
（単位：ｍｍ）

上層路盤（粒調砕石）

下層路盤（クラッシャーラン）

粗粒度アスコン

密粒度アスコン密粒度アスコン

仮復旧砕石路盤（クラッシャーラン）

A 交 通

埋戻し土砂

仮復旧の場合 本復旧の場合 （H×0 . 3）

影響巾

（大型自動車10 0～25 0台未満/日・一方向）
（単位：ｍｍ）

砂又は同等品以上

ｈ
1
＝

5
5
0上層路盤（粒調砕石）

下層路盤（クラッシャーラン）

密粒度アスコン細粒度アスコン

舗装復旧断面図（県道）

1
7
0

H
=

7
0

0
以

上

2
0
0

０
以

上

3
0
0

1
5
0

2
0
0

０
以

上

ｈ
2
＝

3
0
0

H
=

7
0

0
以

上

5
03
0

5
0

H
=

9
5

0
以

上

０
以

上
3
0
0

5
0

０
以

上
ｈ

2
＝

3
0
0

H
=

9
5

0
以

上

5
0

5
0

2
5
0

3
0
0

2
5
0

3
0
0

1
7
0

H
=

8
5

0
以

上

3
5
0

０
以

上

3
0
0

1
5
0

3
5
0

０
以

上

ｈ
2
＝

3
0
0

H
=

8
5

0
以

上

5
03
0



埋戻し土砂

仮復旧の場合 本復旧の場合 （H×0 . 3）

影響巾

ｈ
1
＝

8
3
0

（大型自動車1 0 0 0～3 0 0 0台未満/日・一方向）
（単位：ｍｍ）

上層路盤（粒調砕石）

下層路盤（クラッシャーラン）

密粒度アスコン

C 交 通

砂又は同等品以上

粗粒度アスコン

密粒度アスコン

A s 安 定 処 理

仮復旧砕石路盤
（クラッシャーラン）

図面番号 文献分類 Ｈ５２

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

図面内容

縮　　尺

舗装復旧断面図（県道）

－

D 交 通 （大型自動車3000台以上/日・一方向）
（単位：ｍｍ）

埋戻し土砂

仮復旧の場合 本復旧の場合 （H×0 . 3）

影響巾

ｈ
1
＝

1
0
0
0
以

上

上層路盤（粒調砕石）

下層路盤（クラッシャーラン）

密粒度アスコン

砂又は同等品以上

粗粒度アスコン

密粒度アスコン

A s 安 定 処 理

仮復旧砕石路盤
（クラッシャーラン）

砂利道

舗装先行の場合 舗装先行の場合

（単位：ｍｍ）

下層路盤
（クラッシャーラン）

埋戻し土砂
埋戻し土砂

砂又は同等品以上

影響巾
（H×0 . 3）

歩　道

１　アスファルト舗装

２　コンクリート舗装

※１）コンクリートの強度は18N/mm2を標準とする。

２）目地間隔は5.0を標準とする。

３　コンクリートブロック舗装等

　復旧の構造は、道路管理者と協議のこと。

細粒度アスコン

路 盤 工 （ C - 3 0 ）

コンクリート

路 盤 工 （ C - 3 0 ）

影響巾
（H×0. 3）

舗装復旧断面図（県道）
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図面番号 文献分類 J５３

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

図面内容

縮　　尺

舗装復旧断面図（市道）

－

L 交 通

砂、砕石又は同等品以上

埋戻し材料

下層路盤（クラッシャーラン）

密粒度アスコン

上層路盤（粒調砕石）

仮復旧の場合 本復旧の場合 （H×0 . 3）

影響巾

ｈ
1
＝

4
0
0

（大型自動車100台未満/日・一方向）
（単位：ｍｍ）

B 交 通

埋戻し材料

仮復旧の場合 本復旧の場合 （H×0 . 3）

影響巾

ｈ
1
＝

6
5
0

（大型自動車2 5 0～ 1 0 0 0台未満 /日・一方向）
（単位：ｍｍ）

上層路盤（粒調砕石）

下層路盤（クラッシャーラン）

粗粒度アスコン

密粒度アスコン密粒度アスコン

仮復旧砕石路盤（クラッシャーラン）

A 交 通

埋戻し材料

仮復旧の場合 本復旧の場合 （H×0 . 3）

影響巾

（大型自動車10 0～25 0台未満/日・一方向）
（単位：ｍｍ）

ｈ
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5
5
0上層路盤（粒調砕石）

下層路盤（クラッシャーラン）

密粒度アスコン

舗装復旧断面図（市道）

密粒度アスコン

密粒度アスコン

砂、砕石又は同等品以上

砂、砕石又は同等品以上
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埋戻し材料

仮復旧の場合 本復旧の場合 （H×0 . 3）

影響巾

ｈ
1
＝
8
3
0

（大型自動車1 0 0 0～3 0 0 0台未満/日・一方向）
（単位：ｍｍ）

上層路盤（粒調砕石）

下層路盤（クラッシャーラン）

密粒度アスコン

C 交 通

砂、砕石又は同等品以上

粗粒度アスコン

密粒度アスコン

A s 安 定処理

仮復旧砕石路盤
（クラッシャーラン）

図面番号 文献分類 J５４

福 井 市 公 共 下 水 道 事 業

図面内容

縮　　尺

舗装復旧断面図（市道）

－

砂利道

非舗装先行の場合 舗装先行の場合

（単位：ｍｍ）

下層路盤
（クラッシャーラン）

埋戻し材料
埋戻し材料

砂、砕石又は同等品以上

影響巾
（H×0 . 3）

歩　道

１　アスファルト舗装

２　コンクリート舗装

※１）コンクリートの強度は18N/mm2を標準とする。

２）目地間隔は5.0mを標準とする。

細粒度アスコン

路 盤 工 （ C - 3 0 ）

コンクリート

影響巾
（H×0. 3）

舗装復旧断面図（市道）

３　コンクリートブロック舗装

路 盤 工 （ C - 3 0 ）

ア インターロッキング舗装

インターロッキングブロック

敷砂(コンクリート用)
透水性シート(P・P系織布)

路 盤 工 （ C - 3 0 ）

フ ィ ル タ ー 層 又 は
透水性シート(P・P系織布)

イ カラー平板舗装

平板ブロック

敷砂(コンクリート用)
透水性シート(P・P系織布)

路 盤 工 （ C - 3 0 ）

フ ィ ル タ ー 層 又 は
透水性シート(P・P系織布)

４　透水性アスファルト舗装

透水性アスコン

路 盤 工 （ C - 3 0 ）

コンクリート舗装
復旧は道路管理者と事前協議のこと。

フ ィ ル タ ー 層 又 は
透水性シート(P・P系織布)
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